
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

日本産科婦人 科学会雑誌　AcTA 　OBsT　GYNAEc　JPN　Vol．35，
　No ，5，

　pp，733− 735， 1983 （昭58，5 月）

診　　療

乳頭刺激 の 子宮収縮 に 及ぼす影響に つ い て

　　　　国 立病院 医 療セ ソ タ
ー
産婦人科

我　 妻　　 堯　　　香 　山　永　樹

Key 　words ： Breast　stimulation ・Uterine　contraction ・Release　of　oxytocin

　　　　　　　　　緒　　言

　 産褥期 に，新生児が乳頭に 吸啜刺激を加 k る こ

とに よ り， 神経反射路 を介 して下垂体後葉か らオ

キ シ ト シ ン が分泌 され，射乳現象 と産褥子宮の 収

縮 を起す こ と は
， 周知 の 事実で ある ，Galdeyro −

Barcia
，
　 et　 a1．1）は 妊娠末期の 婦人の 乳頭を新 生児

に 吸啜 させ る こ とに よ り，妊娠子宮の 収縮を ひ き

お こ す こ と，収縮 の パ タ
ー

ン は 1分 間に 4〜8mU

の オ キ シ ト シ γ 静注に よ りお こ る収縮に 類似 し て

い る こ とを報告 した．AJhirad
，
　and 　T ．　Vago は

204例 の 妊娠 末期婦人 の 乳頭を 電気搾乳器 で刺 激

し ， 分娩誘発を試 み ， 成功率は 69．6％で あつ た と

い う2）．著者 らは，妊娠末期婦人 の 乳頭に 機械的刺

激を あた え ， 子宮収縮 と胎児心拍 とを分娩監視装

置 に よ り観察記録 し ， 興味あ る知見を得た の で 報

告す る．

　 　　　　　　 　 方法 と対象

　妊娠 37週 以降の 合併症の 無 い妊婦で ， 著明な子

宮収縮を認 め ない もの 48例を対象 と し た ．被験妊

婦を安静臥床させ ，分娩監視装置を 装着 ， 子宮収

縮 （外計測）と児心拍数 （ド ッ プ ラ
ー
） とを 10分

間記録 した の ち に 市販 の 電池式バ イ ブ レ
ー

タ
ー

を

用い て
， 両側乳頭に 同時に 10分間連続刺激を加え，

刺激後，10〜20分間 ， 子宮収縮と胎児心拍数の 変

化を持続観察 した ．約50％の 症例 に
， 刺激 中及 び

刺激後，著明な子宮収縮の 開始 ， 増強 ， 規則化を

認め た．子宮収縮 の 変化を数量的に 表現す るた め

に ， 刺激前 ， 刺激中 ， 刺激後の 各10分間 の 子宮収

縮曲線 と基線間の 面積を プ ラ ニ メ
ー

タ ーに よ り計

測 し，そ の 値 を比較し た ．

　 　　　　　　　 　結　　果

　 図 1 ， 2 ， 3 に 10分間連続刺激に よる子宮収縮

曲線 の 変化を示す．図 1は刺激前，不 規則 で弱 い

陣痛の 認め られ た 症例で
， 刺激 に よ り陣痛が明 ら

か に増強 し規則的に なつ た ．図 2 ， 3 は 殆 ど子宮

収縮をみ とめ な い 症例 に ，刺激を与 えた 例 で ， ト
ー

ヌ ス が増強 し
， 比較的， 長時間持続す る子宮収縮

が起 り，そ の 後 は規則的 な収縮が持続 し た ． と く

に 図 2 の 症例 は ，子宮収縮に ともな つ て ，一過性

の 胎児徐脈 とそれに 続 く頻脈 とが認め られ た．表

1 に 刺激前， 中， 後の 各 10分間に お ける収縮曲線

と基線間 の 面積比 を示 す．刺激 に よ り多少と も子

宮収縮の 増強をみ とめ た もの は 38／48，刺激後 の 子

宮収縮に 変化 をみ とめ た もの は 35／48で あ つ た ．

仮に 上 述 の 面積比 が 2 以上 の 例 を子 宮収縮 の 著

明な増強 と定義する と
， 乳頭刺激中に は

， 24／48

（50．0％）， 刺激後の 10分間で は 22／48（45．8％）の

症例 に 明 らか な増強をみ とめ た ．次に頚 管 の 成熟
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表 1　基線〜子宮収縮 曲 線間 の 面積比 （各10分間）

刺激 中

　　　　　刺激 前
症例数

刺 激後

　　　　　刺激前
症例数

o　〜 110 0　〜 113

1．1〜 2，0 1．1〜 2 ．013 　　　　　　　 1

2ユ〜 5，0 2、1〜5．016 35
（75．O％ ）

5．1〜／0．0

14　 　　 　 　 　 　 　 ・

1嗣 驫 5．1〜10．  ・ ｝，ll．、％）

10．1〜 10，1〜 2

計 48 計 48

し た もの に ，本法 の刺激効果が強く現れ る か ど う

かを検討す る た め に ，
Bishop　score 　4 以下の 群 と ，

5以上の 群 に 分け ， 刺激効果 の 差を調べ た ．上述

の 面積比が
， 刺激前 と刺激中 ， 又は刺激前 と後 と

で ，
1 以上を示 した群を刺激効果の あつ た もの と

定義 し て ，Bishop　score と刺激効果 と の 関係を検

討 （x2検定 ）し た が
， 両 群 の 間に 差 を認め ず ， 頚

管 の 成熟度 と刺激 効果の 間に は
， 関係が認め られ

なか つ た ．

　　　　　　　　　考　　察

　我 々 が行 つ た 臨床研究 に よ り， 妊娠末期婦人 の

両側乳頭に 機械的刺激を与 え る こ と に よ り，子宮

収縮 の 誘発，増強 の 起 る こ とが ， 客観的 に証 明さ

れ た．対象例の 中で ， 不快感を訴 え た も の は な く，

ま た 胎児 ， 新生児に 異常の お こ つ た もの は なか つ

た．

　今後の 課題 とし て ，次の 如 き問題を検討す べ き

で ある と考える ．

　 1）刺激の 種類 とあた え方

　バ イ ブ レ
ータ ー

， 用指法 （現在米国 で 普及中）

搾乳器 ，な どが 考 え られ る．我 々 の 方法 で 10分間，

連続 し て あた えた場合，子宮収縮 は ，Hypertonus

を来す傾向があ り，
2 分間歇で 反復す る方法 を，

現在比較検討中で ある．

　2）Contraction　Stress　Testへ の 応用

　オ キ シ トシ ソ の 持続注入 よ りも，手軽 で
， 簡便 ，

か つ 安全に 収縮を誘発出来る ．

　 3）陣痛誘発 ， 増強 の 手段 として 応用 の 可能性
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　 4）作用機序の 解明

　乳頭刺激に よ り， 血中オ キ シ トシ ン 濃度が上昇

す る こ とが確認 され れ ぽ ， 作用機序の 裏づ けが な

される が
， 測定方法 ，

オ キ シ トシ ン の 分泌過程 な

ど， 困難 な問題が予想 され る．
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